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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・情報学基礎 
キーワード：並列分散処理、クラスターコンピューティング、システム検証、 
 プロセス計算、LMNtal, InTrigger 
１．研究計画の概要 
近い将来に予測される情報爆発を支える情
報処理基盤は、これまでにない規模で広くか
つ大量に分散した情報資源を統合し、高度で
適応的な協調処理、柔軟な資源の共有を行な
って、さまざまな状況に対応できる弾力性の
高いソフトウェアの効率的構成のための、 
新たなモデル、モデルを体現するプログラム
言語などの記述体系やその実装技術、それら
の利用を容易化するツール群といった、高度
にスケーラブルな情報基盤のためのリジリ
エントなソフトウェア基盤の基礎技術を確
立する。 
 
２．研究の進捗状況 
目的とする各要素技術について検討を進

め、主要な技術についてその方式を検討する
概念設計を終え、機能設計、一部については
試作を行った。 
(1) 計算モデルと記述体系 
論理・制約型の機能を自然な形で付与した階
層書換え型モデルである LMNtal を構成し、
種々の既存の計算モデルとの記述力を比較
検討し、その優位性を確認した。また、モデ
ルを実現するプログラム言語LMNtalを設計
し、その処理系を試作、さらに性能・機能の
両面での改良を進めている。 
(2) 資源選択・割当機構 
計算を進める上での重要な資源であるメモ
リ領域の管理について、超大規模な場合につ
いての効率的な自動管理方式を設計した。検
討にあたっては、さまざまな管理方式を比較
検討するためのテストベッドとしての処理
系を作成、機能・性能の確認ができるように
して、種々の管理方式を実装した。 

 また、分散計算において重要な役割を占め
るネットワーク通信について、ネットワーク
の接続形態、通信容量等の構成情報を短時間
で自動推定する方式を設計、実装してその優
位性を確認した。超大規模計算環境において
はネットワーク構成が長時間一定であるこ
とは期待できず、人手による管理は不可能と
考えられ、この成果は重要である。さらに、
推定結果に基づいて自動的に通信方法や経
路を選択する方式を設計、これについても実
装して性能の優位性を確認している。 
(3) 分散計算ツール 
分散計算に必要なツール群を設計・実装し、
特定領域研究の他の研究班のツールとして
提供している。このツールには、分散した計
算機群の管理ツール群、並列処理のためのコ
マンドシェル、分散したクラスタ群の利用に
最適化した通信ライブラリ、分散した計算機
群の使用状況を容易に把握できる可視化ツ
ールなどを含む。 
 これらの研究成果については国際会議を
中心に多くの発表を行うとともに、一部はフ
リーソフトウェアとして広く研究コミュニ
ティに公開している。 
 
３．現在までの達成度 
 ② おおむね順調に進展している 
要素技術の検討、設計、試作と順調に推移し
ており、成果発表も数多く行ってきている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまでの進捗を受け、各要素技術の研究を
継続して完成度を高めていくとともに、複数
の要素技術を統合したシステムについての
検討も進めていく。 
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